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研究成果の概要（和文）：ケニア西部の感染症高蔓延地区であるビクトリア湖畔のMbita地区、およびインド洋側のKwa
le地区の2地区において、参集の容易な小学生総数627名を対象に調査を行った。両地区では、小学生を問診後、体重、
身長、体温等を測定、さらに検者より、血液、尿、糞便を採取して健康状態や結核菌をはじめとする各種病原体の感染
を検出した。調査の結果、潜在期抗原が、増殖期抗原で検出できない結核菌感染者を検出する可能性を示した。加えて
鉤虫や吸虫の感染やコレステロール量が、結核菌感染のリスクである可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：Tuberculosis is deadly infectious diseases found worldwide and remains a leading p
ublic health problem. The majority of TB cases arise from latent Mycobacterium tuberculosis infection (LTB
I). However the risk of LTBI and development of TB from infection is largely unknown. We conducted compreh
ensive health survey in TB endemic area, Kenya Africa.  In this study, 627 children from schools situated 
in two different sites, Mbita and Kwale districts, Kenya were enrolled. And we conducted comprehensive sur
vey including biochemical analysis of blood and detection of infections of parasitic and bacterial pathoge
ns.  We found latent antigens M. tuberculosis is a candidates for more sensitive diagnosis of LTBI and hoo
kworm infection is a risk of Mycobacterium tuberculosis infection besides active tuberculosis.
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１．研究開始当初の背景 
結核菌のすみかはヒトであり、感染者（潜在
性結核）の 5-10%で、潜伏菌の再増殖が生じ
結核が発症する。したがい、感染者（活動性
結核に加え、潜在性結核）に対処することが
結核の制圧につながる。それには潜在性結核
の検出技術や発症の予知法を開発する必要
がある。また結核流行地では、国内と異なる
栄養状況、HIV 等のウイルス感染や寄生虫感
染など多重感染が生じている可能性が十分
にあり、それらの潜在性結核や結核発症に対
するリスクは殆ど検討されていない。 
 
２．研究の目的 
  本研究では、増殖期の結核菌特異的抗原
に加え、休眠期抗原に対する宿主応答の検出
を軸に、問診、健康調査、血液生化学試験、
各種病原体の感染状況を調査し、潜在性結核
の検出や結核菌感染や疾患発症のリスク因
子の同定を目指し、結核蔓延地区であるケニ
ア共和国にて実施した。 
 
３．研究の方法 
薬剤感受性試験 
  ケニア西部の感染症高蔓延地区である
ビクトリア湖畔の Mbita 地区、およびインド
洋側の Kwale 地区の 2 地区において、参集の
容易な小学生総数 627 名を対象に調査を行っ
た。両地区では、小学生を問診後、体重、身
長、体温等を測定、さらに検者より、血液、
尿、糞便を採取した。尿や糞便に関しては、
pH や出血の有無等を確認後、各種寄生虫や
寄生虫卵の存在を染色後、顕微鏡下で観察し
た。血液に関してはマラリア原虫感染、リン
パ球数の測定、抹消血単核球を分離し、各種
結核菌蛋白質と混和し、37 度にて炭酸ガス培
養器にて培養、経時的に培養上清を採取し、
結核菌抗原刺激の結果、T 細胞より産生され
た上清中のサイトカインの産生量を ELISA
法により測定した。また分離した血漿の成分
を生化学に分析した。 
  本研究は、ケニア共和国の倫理委員会
（ケニア中央医学研究所）に研究計画書を提
出し、承認されたのちに実施した。また、全
ての対象者もしくはその保護者（両親）から、
同意を得た後に実施した。 
 
４．研究成果 
潜在期抗原である MDP1 や Acr に対する反応
者が 19% を検出したが、増殖期抗 原
ESAT6—CFP10 反応者(31%)と異なる感染者
を検出する傾向があることが分かった。また
地域格差も認められ、Mbita 地区では、マン
ソン住血吸虫感染が多く小学校によっては
感染者が 80%を超える状況であったが、鉤虫
感染率は低い傾向がった。一方、Kwale 地区
では、ビルハルツ住血吸虫と鉤虫感染率がそ
れぞれ、34.4%, 26.7%と高く、その他の寄生
虫感染はほとんど見られなかった。Mbita 地
区では、鉤虫（hookworm）感染（p=0.21, オ

ッズ比 3）と結核菌感染の相関が認められた。
Kwale 地区では、ビルハルツ住血吸虫感染
（ p=0.01<）や高値のコレステロール量
（p=0.046）とは明らかな逆相関が認められた
（p=0.01 オッズ比 0.3）。これらの知見は、結
核の高度汚染地域において潜在期抗原が、増
殖期抗原で検出できない感染者を検出する
可能性を示した。加えて鉤虫や吸虫の感染や
コレステロール量が、潜在性結核のリスクで
あることを示した。 
  一方、結核の再興を引き起こしてきた
HIV 感染については、倫理申請はパスしたも
のの、今回の調査では住民の賛同を得るに至
らず、断念せざるを得なかった。しかし検査
結果を生徒の父兄に周知して成果の還元を
図るなど住民と接触してきた結果、HIV 感染
を調査できるまでに、協力体制・信頼関係が
構築されている。本研究成果をベースとして、
来年度以降は、小学生に限定せず地域住民全
体を対象とし、HIV 感染の有無のサーベイを
加えた上で、経時的な結核菌感染と発症のリ
スク解析を継続していく予定である。 
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